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Ａ．研究目的 
心房細動（AF）に対する、肺静脈隔離術 (PVI)は確
立された治療法であるが、90日以内(blanking perio
d)の早期再発は隔離術そのものの影響があると考え
られ、再発例には抗不整脈薬の使用が行われている。
今回、術後の早期再発と抗不整脈薬使用が臨床効果
に及ぼす影響を後ろ向きに検討した。 
 
Ｂ．研究方法 
266名の心房細動に対するカテーテルアブレーショ
ン患者を術後90日以内の早期再発の有無、術後90日
以内の抗不整脈薬投与の有無に分け、早期再発と抗
不整脈薬投与が遠隔期のAFの有無に及ぼす影響を後
ろ向きに検討した。 
 
Ｃ．研究結果 
早期再発の有無にかかわらず158名(59%)の患者で急
性期（90日以内）に抗不整脈薬の投与が行われてい
た。130名 (49%)の患者で90日以内に再発が確認さ
れ、そのうち88名(68%)に急性期の抗不整脈薬投与
（ベプリジル49, I群抗不整脈薬35, アミオダロン4）
が行われており、左房が大きな症例で投与が行われ
ていた(LAVI 52 vs. 43 mL/m2, P=0.03)。Kaplan-
Meiyer解析では、急性期の抗不整脈薬の投与は遠隔
期のAF再発の有無に影響を及ぼさなかった（Log-Ra
nk P=0.20）。 
 
Ｄ．考察 
アブレーション術後90日以内は、アブレーションそ
のものの影響があると考えられ、一般的にはblankin
g periodとして再発の有無は考慮しないが、今回の

研究から早期再発例では、抗不整脈薬の投与の有無
に拘らず長期的な洞調律維持効果が少ないことが明
らかとなり、術後早期に再発をいかに見つけ出すこ
とができるかが極めて重要であることがわかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｅ．結論 
術後急性期の抗不整脈薬投与は臨床的に意義をもた
ない。アブレーション術後の早期再発を積極的に見
つけ出す脈波モニタリングの有用性が示唆される。 
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